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議会だより

９
月
定
例
会

３区域に再編、一括賠償へ…へ 2
生活支援・復興事業課が新設 …… 5
６人が一般質問 …………………… 7
サークル紹介　ソフトボール愛好会 … 11

日隠山
キタ̶̶ ̶ !!



再編、一括賠償へ
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議
会
は
、定
例
会
最
終
日
の
９
月
21
日
に
「
町

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
」「
町
民
の
皆
さ
ま
に
ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
」
な
ど
、
概
ね

５
年
間
の
町
の
方
向
性
を
示
し
た
第
一
次
大
熊

町
復
興
計
画
を
議
決
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は

①「
町
民
あ
っ
て
の
町
で
あ
る
」こ
と
の
大
切
さ

②
復
興
の
対
象
と
主
体
は
、
あ
く
ま
で
「
町
民
」

③
行
政
の
役
割
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
に
対
し
て
力
強
く
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
基
調
に
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
。計

画
で
は
、
現
状
の
警
戒
区
域
を
３
区
域
に

再
編
し
ま
す
が
生
活
基
盤
が
整
わ
ず
、
生
活
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
５
年
間
は
帰
町
し
な

い
と
判
断
し
ま
し
た
。

賠
償
も
一
括
賠
償
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

再
編
時
期
は
、
近
隣
町
村
の
動
向
に
よ
り
判

断
さ
れ
ま
す
。 平

成
24
年
９
月
定
例
会
は
９
月
１１
日
か
ら
21
日
ま
で
の
１１
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
を
始
め
特
別
会
計
決
算
認
定
１１
件
、
条
例
制
定
及
び

改
正
13
件
、
教
育
委
員
会
委
員
任
命
な
ど
人
事
案
件
３
件
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
・
特
別
会
計
補

正
予
算
１１
件
、
第
一
次
大
熊
町
復
興
計
画
策
定
、
委
員
会
発
委
に
よ
る
意
見
書
３
件
を
含
む
43
議
案
を
審

議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

５
年
間
は
帰
町
し
な
い

　

第
一
次
復
興
計
画
決
議

【中期的に取り組む４つの課題】

【居住制限区域】
大川原地区
１区　73世帯200人
２区　54世帯173人
【避難指示解除準備区域】
中屋敷地区
　　12世帯　23人

【帰還困難区域】
残り全域

←（福島民報
   （H24.9.22）より抜粋）

会津若松市の機能強化を図る
現拠点である会津若松市の機能強化を図るとともに、各避難先での

民間・公営住宅の借り上げ措置などを充実させ、生活環境の向上に努
めます。いわき市周辺の新拠点への移行まで、役場機能と教育施設は
会津若松市に継続して機能強化を図ります。
大川原地区内に除染、治安維持の拠点を設ける（目標２年後）

　年間積算線量が 20～ 50 ミリシーベルトの区域を除染し
第１次拠点を設けます。（大川原南平地区 28ha を先行除染
する。工期　平成 24年 12月～平成 25年３月）
いわき市周辺に拠点を設ける（目標５年後）
　町指定地は、出来るだけふるさとに近く、気候的にも同
様な場所が望ましく、いわき市周辺に設置します。町指定
地には役場機能と教育施設を設置しますが、教育施設は双
葉郡内町村との連携も検討します。また病院や福祉施設
長期間居住できる住宅など必要な施設を順次整備し、住宅
環境が整いしだい移転できる方々から移転を始めます。
　また、いわき市周辺と並行して、会津若松市周辺の生活
環境の向上も図ります。
本格除染をし、将来、自然の大地を取り戻す



３区域 に（（ ））帰 還 困 難 区 域
居 住 制 限 区 域
避難指示解除準備区域
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【当面（短期的）取り組む６つの課題】

町の避難区域再編案

第一次大熊町復興計画で示された重要なポイント

再建の柱となる財物賠償を早期に実現する
　現在の警戒区域を「帰還困難区域」「居住制限区域」「避難指示解除準備区域」の３区域に
分ける。町として５年間帰還しないことを決定し、３区域のいずれになっても一律に不動産
賠償が適用されるようにします。
安心して暮らせるための居住環境を確保する
　長期的に居住できる町外コミュニティの早期建設について、国・県・受入自治体との協議
を進めるとともに、平成 26年３月 31日期限の「仮設住宅」「借り上げ住宅」の延長など居
住環境の充実を求めていきます。
安全・安心して学べる教育環境を確保する
　子どもたちへのきめ細かい指導をするため、一人でも多くの教員の配置を求めるとともに
小学校高学年の学年担任制の継続、中学校を会津短期大学の隣接地に仮設校舎を建設し、平
成 24年度３学期から移転するなど教育環境の向上に努めます。
　また、高校進学の学区割への不安については、平成 24年度同様、25年度以降もどの地域
からでも学区を越えて受験出来るよう弾力運用を求めていきます。
ふるさとの大地を取り戻すため効果的で無駄のない除染を実施する
　これまで町においてモデル除染が実施され
様々な知見が得られています。また町内外の除
染によって得られた効果的な除染方法等につい
て研究・実践が今後継続されていきます。
　町としては、効果的な除染方法の実施をより
一層推進しながら、ふるさとの大地を取り戻し
次世代にバトンタッチできるような環境をつ
くっていきます。
町外コミュニティや中間貯蔵施設など町として
重要課題を決定する場合は第 2次復興計画を策
定する
帰還の意向にかかわらず、町民が安心して暮ら
せるよう支援する



出たお金
105億2525万円

入ったお金
110億6751万円

%町税　22%%
24億3488万円2

教育費　5%
5億4257万円

地方交付金　22%
24億2193万円

県支出金　18%
19億5341万円

自主
財源
33%依存

財源
67%

その他2%
2億5061万円

国庫支出金　25%
27億3113万円

屋根補修
立替分他
7%

8億2467万円

災害復旧費　4%
4億6033万円

繰入金
（貯金の取崩し）

4%
4億5089万円

消防費　2%
1億7749万円

商工費　2%
1億6664万円

その他　6%
6億7484万円

総務費　60%
62億6169万円

民生費　21%
22億4170万円

※

大
規
模
償
却
資
産

事
業
者
が
所
有
す
る
資
産
の
内

７
億
６
８
０
０
万
円
以
上
の
償
却
資
産

平
成
23
年
度
決
算
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で 決まった
 と　

東
日
本
大
震
災
、
原

子
力
災
害
後
厳
し
い
財

政
運
営
の
中
、
概
ね
健

全
な
財
政
運
営
と
言
え

る
。歳

入
に
つ
い
て
は
主

要
な
自
主
財
源
の
多
く

を
大
規
模
償
却
資
産
に

対
す
る
課
税
が
占
め
て

い
る
。

一
般
会
計
の
収
入
未

納
額
は
２
２
４
３
万
円

増
加
し
て
お
り
、
新
規

滞
納
者
の
減
少
に
力
を

そ
そ
ぎ
、
滞
納
繰
越
分

と
合
わ
せ
積
極
的
な
収

納
対
策
を
図
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

歳
出
に
つ
い
て
は
不

用
額
が
通
常
と
比
較
し

て
も
増
加
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
適
正
管
理
が

求
め
ら
れ
る
。

全
町
避
難
の
中
、
自

主
財
源
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
。
今
後
も
引
き

続
き
費
用
対
効
果
を

検
証
す
る
中
で
経
費
削

減
を
図
り
、
効
率
的
な

財
政
運
営
に
努
め
る
こ

と
を
期
待
し
意
見
と
す

る
。

【
監
査
委
員
報
告
】

滞納過去最高滞納過去最高
積極的な収納対策を積極的な収納対策を

町民税 7548万円

固定資産税 8704万円

国保税 7908万円

奨学金 1394万円

町
の
財
政
状
況

区　分 指数 主　な　要　因 指　数　の　概　要

経常収支比率 81.3
　原子力災害に伴う住民税減免、固定資
産税課税免除により、昨年より大幅に増
加しました。

　一般財源が通常の経費にどれくらい使
われているか表します。町村では70％を
超えないのが理想とされています。

財政力指数 1.271 　国からの震災対応補助金等により、若干高くなりました。

　収入/需要の３年間平均値で１を超え
ると不交付団体で超えた分だけ自由度が
増します。家庭で言えば、給料/生活費。

※大大



条  

例  

改  

正

補  
正  

予  

算
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議会で 決
 こ と

町
か
ら
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
達
す
る
こ
と

や
、
テ
レ
ビ
電
話
の
活
用
に
よ
り
、
一
体
感
と
町
民

相
互
の
連
携
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
各
世
帯
に
無
料

で
貸
与
し
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
布
を
は
じ
め
、
４
億
５
２
１
２

万
円
の
補
正
予
算
を
承
認
し
ま
し
た
。

区
域
再
編
に
よ
り
、
常
時
立
ち
入
り
が
可
能
に
な

る
大
川
原
地
区
、
中
屋
敷
地
区
の
治
安
を
守
る
た
め

防
災
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
ま
す
。

生
活
支
援
指
導
員
を
い
わ
き
市
が
9
人
か
ら
12
人

に
、
会
津
若
松
市
が
8
人
か
ら
11
人
に
6
人
増
員
し

ま
す
。

生活支援課
復興事業課

福　祉　課 高齢者、乳幼児、障がい者などの福祉、保育所、児童館

健康介護課 保健衛生、介護保険、保健センター、包括支援センター

環境対策課
災害対策本部、一時帰宅、公益立入、放射線対策、
線量計貸与、ホールボディ

生活支援課
避難者支援、義援金、津波被災支援、生活再建支援、
仮設住宅・借り上げ住宅管理、支援物資、いわき・中通り連絡事務所

復興事業課 除染、土壌調査、町外コミュニティ、町道・農道・水路などの復旧計画

産業建設課 産業課・建設課の従来業務、道路応急復旧、農業委員会

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
布

主
な
事
業

再
編
に
よ
る
見
守
り
隊
編
成

高
齢
者
等
見
守
り
活
動

を新設
復興・復旧対策や町民の生活支援のため、より実態に即した組織体制にします。
10月 1日から新設される課は下記の通りです。
なお、総務課、企画調整課、住民課、税務課、出納室、教育総務課、議会事務局は、従来通りの

業務となります。
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津波被害者からの請願を全会一致で採択

【氏　　名】
石田　宗昭
【住　　所】
大川原字西平160番地
【生年月日】
昭和13年12月27日
【任　　期】
平成24年９月22日から３年間

全会一致で可決

【氏　　名】
阿部　裕美
【住　　所】
小入野字向畑223番地
【生年月日】
昭和32年2月10日
【任　　期】
平成24年10月1日から4年間

 賛成10、反対２で可決

【氏　　名】
嶋貫　光喜
【住　　所】
熊字旭台601番地
【生年月日】
昭和25年12月9日
【任　　期】
平成24年10月1日から4年間

 賛成10、反対２で可決

固定資産評価審査委員 教育委員会委員教育委員会委員

意見書内容（抜粋）
大熊町民は長期にわたり故郷に戻ることができない状況です。加えて津波被害者は大熊町以外

での生活再建を余儀なくされています。
今後警戒区域見直しにより津波被害地域は帰還困難区域になれば住宅再建もできない状況に

あります。
また、原子力発電所事故により長期にわたり避難を余儀なくされているのは、国及び東京電力
の責任であり全ての被害者に対して賠償義務があります。
したがって、警戒区域に設定された津波被害者に対し、次の事項について賠償を強く求めます。

記

１．建物賠償では固定資産税評価額を元に算定する方法と、平均新築単価を基礎に算定する２つ
　の評価方法から個人が選択できる賠償とすること。

２．家財に対する賠償では家族構成に応じて算定した定額賠償をすること。

平成24年９月21日
内閣総理大臣　　野田　佳彦 様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     福島県大熊町議会
議　長 　千　葉　幸　生 　 

請　願　者 　橋本幾郎　他 31名
住　　所 　大熊町大字熊川字久麻川415番地
紹 介 議 員 　堀川亘夫
付託委員会 　産業厚生常任委員会

人　
　
　

事

東京電力福島第一原子力発電所の事故による
大熊町警戒区域内・津波被害者の財物賠償に関する請願書

教
育
委
員
会
委
員
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

を
投
票
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。
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復
興
計
画

　 発電所からの影響をどう反映するのか

　 収束状況を観察し反映する

　 通院・買い物支援にタクシー券の発行を

　 関係機関と協議・調整が必要

発
電
所
の
廃
炉
状

況
、
使
用
済
核
燃
料
、
廃

棄
物
の
保
管
状
況
が
こ
れ

ま
で
と
違
っ
て
き
て
お

り
、
周
辺
環
境
だ
け
で
な

く
、
将
来
の
住
環
境
に
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

発
電
所
を
復
興
計
画
の

中
で
ど
う
捉
え
、
復
興
構

想
に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、復
興
計
画
で「
ふ

る
さ
と
の
大
地
を
取
り
戻

す
」
と
は
、
全
町
民
が
同

じ
場
所
、
同
じ
環
境
で
生

活
す
る
と
解
釈
し
て
よ
い

か
。原

発
周
辺
を
居
住
者
が

い
な
い
緩
衡
地
帯
に
し
て

ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
考

え
は
。

日
本
赤
十
字
社
の

協
力
で
９
人
乗
り
タ
ク
シ

ー
が
通
院
・
買
い
物
支
援

と
し
て
運
行
し
て
い
る

が
、
休
日
前
後
に
は
満
席

に
な
り
利
用
で
き
な
い
町

民
が
い
る
。

ま
た
、
借
り
上
げ
住
宅

に
住
む
町
民
に
は
利
用
で

き
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
。

75
歳
以
上
・
介
護
認
定

者
・
障
が
い
者
・
70
歳
以

上
の
単
身
者
が
活
用
で
き

る
タ
ク
シ
ー
券
を
発
行
し

て
は
ど
う
か
。

支
援
タ
ク
シ
ー
は

一
日
二
往
復
し
て
い
る
。

平
均
８
割
程
度
の
乗
車
率

で
あ
れ
ば
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

へ
の
変
更
も
で
き
る
。

借
り
上
げ
住
宅
の
町
民

は
被
災
証
明
書
の
提
示
で

利
用
が
で
き
る
。

タ
ク
シ
ー
券
の
発
行
は

運
用
等
で
関
係
機
関
と
協

議
・
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

取
り
組
み
を
政
府
、
東
京

電
力
中
長
期
対
策
会
議
か

ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

取
り
組
み
の
節
目
で
立

入
り
確
認
も
し
て
お
り
、

放
射
線
の
影
響
低
減
の
確

実
な
実
施
を
要
請
し
て
い

く
。今

後
、
発
電
所
の
進
捗

状
況
を
見
て
、
生
じ
る
影

響
は
復
興
計
画
に
反
映
し

て
い
く
。

プ
ラ
ン
ト
の
安
定
が
あ

り
、町
民
の
安
全
・
安
心
、

健
康
が
守
ら
れ
て
初
め
て

復
興
計
画
が
で
き
る
。

発
電
所
の
収
束
状
況
、

周
辺
環
境
を
十
分
に
観
察

し
、
緩
衡
地
帯
も
選
択
肢

と
し
て
大
事
に
考
え
て
い

く
。

情
報
公
開以

前
の
質
問
で

①
施
政
方
針
の
詳
細
な
内

容
を
町
民
に
示
し
て
ほ
し

い
。
②
根
拠
の
な
い
報
道

に
は
ブ
ロ
グ
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
否
定
し
、
正
確
な

状
況
説
明
を
し
て
ほ
し
い

と
質
問
し
た
。
町
長
よ
り

前
向
き
な
回
答
は
あ
っ
た

が
、
実
現
し
て
い
な
い
。

町
は
、
復
興
計
画
の
３

大
要
素
で
、
町
民
あ
っ
て

の
町
・
復
興
の
対
象
は
町

民
・
町
民
が
求
め
る
行
政

の
サ
ポ
ー
ト
を
ね
ら
い
と

し
て
い
る
が
、
情
報
公
開

と
丁
寧
な
説
明
は
必
然
で

は
な
い
か
。

今
年
度
に
情
報
端

末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
を
全

世
帯
に
無
料
配
布
す
る
。

重
要
な
お
知
ら
せ
の
配

信
、
テ
レ
ビ
電
話
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
平

等
・
迅
速
に
情
報
を
提
供

し
て
い
く
。

問

問

答

答

鈴
木

廣
嶋

廣
嶋

町
長

町
長

町
長

町政を問う　一般質問

廣
嶋

公
治
議
員

鈴
木

光
一
議
員
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町
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

受
入
自
治
体
の
事

情
を
考
え
る
と
、
画
一
的

な
場
所
選
定
は
難
し
い

が
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活

解
消
の
た
め
に
早
期
の
建

設
が
望
ま
れ
る
。

次
の
２
点
に
つ
い
て
町

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

①
受
入
自
治
体
と
個
別
に

協
議
し
、
整
っ
た
自
治
体

か
ら
設
置
出
来
る
よ
う
働

き
か
け
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
会
津
若
松
市
に

モ
デ
ル
事
業
の
提
案
を
し

て
は
ど
う
か
。

②
一
戸
建
て
の
公
営
住
宅

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

①
協
議
会
で
は
受

入
自
治
体
も
参
画
し
て
い
る
。

進
捗
に
よ
っ
て
は
避
難

元
・
受
入
自
治
体
が
個
別

協
議
を
柔
軟
に
す
る
こ
と

が
で
き
、
モ
デ
ル
事
業
も

検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
会
津
若
松
市
は

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
あ
る

程
度
理
解
さ
れ
協
力
体
制

も
あ
る
。
出
来
る
と
こ
ろ

か
ら
建
設
を
進
め
て
い
く
。

②
一
戸
建
て
は
当
然
要
望

し
て
い
る
。

　

 

町
民
に
説
明
の
場
を
設
け
る
べ
き
で
は

　

 

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
対
応
し
て
い
く

　

 

会
津
若
松
市
に
モ
デ
ル
事
業
を

　

 

出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
建
設
す
る

賠
償

賠
償
に
関
す
る
情

報
を
広
報
や
ブ
ロ
グ
で
発

信
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
県
内
外
に
避
難

し
て
い
る
町
民
に
説
明
の

場
を
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

個
人
ご
と
に
所
有

す
る
財
物
の
価
値
に
違
い

が
あ
り
個
別
対
応
と
な
る
。

今
回
の
財
物
に
関
し
て

は
、
個
別
評
価
の
手
法
を

選
択
出
来
る
が
、
ま
だ
具

体
的
内
容
が
明
示
さ
れ
て

い
な
い
。

町
と
し
て
選
択
の
際
に

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
を
要
請
し
て
お
り
、
制

度
の
周
知
に
つ
い
て
は
い

ろ
い
ろ
な
方
法
で
対
応
し

て
い
く
。

線
量
計
の
配
布

線
量
計
を
配
布
し

町
民
の
健
康
を
守
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

計
画
が
あ
る
な
ら
い
つ

の
時
期
に
ど
の
よ
う
な
線

量
計
を
配
布
す
る
の
か
。

区
域
見
直
し
後
、

居
住
制
限
区
域
、
避
難
指

特
別
養
護
老
人
施
設

今
年
の
春
に
サ
ン

ラ
イ
ト
お
お
く
ま
の
担
当

者
が
施
設
の
再
建
を
目
指

し
、
い
わ
き
市
の
社
会
福

祉
法
人
施
設
に
伺
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
施
設
を
望

む
声
も
多
く
、
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
設
置
の
有
無

に
つ
い
て
問
う
。

大
熊
町
以
外
に
設

置
可
能
な
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
、
サ
ン
ラ
イ
ト

お
お
く
ま
を
運
営
す
る
社

会
福
祉
法
人
お
お
く
ま
福

寿
会
が
該
当
す
る
。

平
成
25
年
度
の
事
業
再

開
に
向
け
て
準
備
し
て
い

る
。施

設
の
充
実
の
た
め
支

援
し
て
い
く
。

加藤　良一 議員

阿部　光國 議員

問

問

答

答加
藤

加
藤

阿
部

阿
部

町
長

町
長

町
長

町
長

示
解
除
準
備
区
域
の
該
当

世
帯
に
、
現
在
一
時
帰
宅

の
際
に
使
用
し
て
い
る
電

子
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
を
配

布
す
る
計
画
で
あ
る
。

帰
還
困
難
区
域
に
つ
い

て
は
線
量
計
の
校
正
や
保

守
管
理
を
考
え
、
新
た
に

区
域
が
見
直
さ
れ
た
段
階

で
配
布
し
た
い
。

そ
れ
ま
で
の
間
、
帰
還

困
難
区
域
の
希
望
者
に

は
、
空
間
線
量
計
の
貸
し

出
し
を
考
え
て
い
る
。
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堀
川

堀
川

堀
川

町
長

町
長

町
長

石
田

石
田

石
田

町
長

町
長

町
長

調
査
候
補
地
に
つ

い
て
は
双
葉
地
方
町
村
会

で
議
論
を
尽
く
す
べ
き
で

あ
る
。

区
域
の
見
直
し
や
賠
償

を
完
全
に
果
た
す
等
調
査

地
受
入
れ
の
前
提
条
件
と

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

施
設
の
全
体
像
、

周
辺
へ
の
影
響
、
日
程
表

な
ど
設
置
の
可
否
の
判
断

が
で
き
る
材
料
を
揃
え
る

こ
と
が
第
一
。
受
入
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
町
民
の
不

利
益
と
な
ら
ぬ
よ
う
対
応

す
る
。

東
京
電
力
の
映
像
公
開

東
京
電
力
が
原
発

事
故
直
後
の
社
内
映
像
を

一
部
の
公
開
に
と
ど
め
た

た
め
、
国
会
事
故
調
査
委

員
会
は
全
容
を
解
明
で
き

ず
将
来
に
わ
た
る
継
続
調

査
を
訴
え
て
い
る
。

町
は
無
条
件
で
公
表
す

べ
き
と
指
摘
す
る
責
任
が

あ
る
。

　 調査候補地は議論を尽くすべき

　 町民の不利益にならぬよう対応

　 町内の盗難被害対策は

　 町と警察署で警備する

東
日
本
大
震
災
以

降
、
大
熊
町
に
は
収
束
作

業
に
従
事
す
る
人
以
外
、

基
本
的
に
無
人
の
町
と
な

っ
て
い
る
。

今
ま
で
に
、
盗
難
被
害

で
届
出
は
、
何
が
何
件
あ

っ
た
の
か
？

ま
た
、
今
後
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

大
熊
町
で
の
刑
法

犯
の
届
け
出
は
、
平
成
23

年
４
月
22
日
警
戒
区
域
設

定
後
、
今
年
８
月
ま
で
２

５
５
件
認
知
さ
れ
て
い
る

が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
把

握
で
き
て
い
な
い
。

今
後
、
帰
還
ま
で
町
と

警
察
署
で
警
備
し
て
、
町

民
の
財
産
を
守
っ
て
い
き

た
い
。

森
林
除
染細

野
環
境
大
臣

も
、「
除
染
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」

と
森
林
除
染
の
必
要
性
を

認
め
た
。

町
の
７
割
を
占
め
る
森

林
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い

何
か
隠
し
て
い
る

の
で
は
と
思
わ
れ
て
も
仕

方
が
な
い
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
事
故
は
二
度

と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

事
故
検
証
の
う
え
か
ら

も
全
面
公
開
が
望
ま
し
い
。

国
が
東
京
電
力
に
行
政

指
導
を
し
た
た
め
町
単
独

で
の
指
摘
は
考
え
て
い
な

い
。復

興
拠
点
の
整
備

復
興
計
画
案
に
は

５
年
間
は
帰
還
し
な
い
方

針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

住
民
の
ス
ト
レ
ス
は
ピ

ー
ク
に
達
し
て
い
る
。

町
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

建
設
目
標
を
２
年
後
に
お

き
、
町
の
財
政
調
整
基
金

を
取
り
く
ず
し
前
倒
し
て

進
め
る
べ
き
。

町
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
整
備
に
つ
い
て
は
受
け

入
れ
自
治
体
の
理
解
と
協

力
が
大
前
提
と
な
る
。

条
件
整
備
を
行
い
、
十

分
に
検
討
し
な
が
ら
居
住

環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
。

水
源
で
あ
る
。
森
林
の
除

染
を
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

大
熊
町
は
「
除
染

特
別
地
域
」
に
指
定
さ
れ

町
全
域
を
国
が
直
接
除
染

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

除
染
方
法
は
、
川
内
村

が
先
行
し
て
い
る
の
で
参

考
に
し
な
が
ら
、
効
果
の

上
が
る
除
染
技
術
を
国
と

協
議
し
選
択
し
て
い
く
。

原
子
力
再
稼
働

い
つ
に
な
っ
た
ら

帰
れ
る
の
か
、
見
通
し
の

な
い
現
在
、
こ
れ
以
上
の

「
原
発
は
い
ら
な
い
」
の

声
も
全
国
的
に
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

町
長
の
「
原
子
力
発
電

所
」
に
対
す
る
認
識
を
問

う
。

今
な
お
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
原
子
力
発

電
所
を
肯
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

再
稼
働
は
な
い
の
か
な

と
考
え
て
い
る
。

問

問

答

答

石
田

洋
一
議
員

堀
川

亘
夫
議
員

中
間
貯
蔵
施
設
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６
月
定
例
会
以
降
、
６

回
の
全
員
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

関
係
省
庁
、
町
執
行
部

の
出
席
を
求
め
賠
償
問
題

区
域
見
直
し
、
中
間
貯
蔵

施
設
に
関
す
る
内
容
を
質

し
ま
し
た
。

津
波
被
害
に
お
け
る

原
子
力
災
害
の
賠
償
は
。

何
か
証
拠
に
な
る
も

の
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

が
、現
在
協
議
中
で
あ
る
。

大
熊
町
単
独
で
進
め

る
こ
と
は
可
能
か
。

町
単
独
で
の
対
応
は

不
可
能
で
あ
る
。

土
地
の
賠
償
基
準
の

固
定
資
産
税
に
１
・
４
３

倍
で
再
建
で
き
る
の
か
。

地
価
公
示
価
格
に
戻

し
、
そ
れ
を
賠
償
の
対
象

に
す
る
こ
と
が
基
本
的
な

考
え
で
あ
る
。

通
常
は
不
動
産
評
価
の

70
％
を
固
定
資
産
評
価
額

と
し
て
い
る
。
評
価
額
に

１
・
４
３
倍
す
れ
ば
時
価

に
な
る
。

個
別
対
応
の
部
分
に

つ
い
て
町
の
ス
タ
ン
ス
は
。

現
実
的
に
課
題
は
あ

る
が
準
備
し
て
お
く
。

今
回
示
さ
れ
た
内
容

は
５
年
間
だ
が
、
５
年
後

以
降
も
視
野
に
入
れ
た
賠

償
へ
の
取
り
組
み
は
。

５
年
後
帰
町
出
来
な

い
事
も
予
想
さ
れ
る
。
状

況
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

不
動
産
の
名
義
が
故

人
の
場
合
が
あ
る
。
名
義

変
更
が
必
要
か
。

原
則
と
し
て
登
記
を

し
て
い
た
だ
き
、
登
記
者

の
方
に
お
支
払
い
す
る
か

た
ち
に
な
っ
て
い
る
。

就
労
不
能
は
２
年
で

打
ち
切
り
に
な
る
の
か
。

精
神
的
賠
償
の
６
年
目
は

ど
う
な
る
の
か
。

通
常
、
損
失
補
償
基

準
で
は
１
年
を
み
て
い

る
。
今
回
は
そ
れ
に
１
年

を
足
し
２
年
と
し
た
。
ぜ

ひ
働
く
努
力
を
し
て
ほ
し

い
。精
神
的
賠
償
の
６
年

目
は
検
討
中
で
あ
る
。

提
示
さ
れ
た
金
額
に

納
得
い
か
ず
不
動
産
鑑
定

士
を
入
れ
た
場
合
、
提
示

額
に
戻
れ
る
の
か
。

鑑
定
し
た
場
合
は
鑑

定
士
、
専
門
家
が
出
し
た

額
に
な
る
。
し
か
し
現
実

と
し
て
下
回
る
金
額
に
な

り
そ
う
な
場
合
は
途
中
で

ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

大
熊
町
に
戻
っ
て
家

を
建
て
る
場
合
、
旧
家
の

解
体
費
用
は
。

東
京
電
力
で
負
担
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

古
民
家
や
リ
フ
ォ
ー

ム
の
評
価
は
。

固
定
資
産
評
価
額
の

基
準
通
り
だ
が
、
基
準
に

な
か
な
か
反
映
さ
れ
な
い

こ
と
も
あ
る
。
経
年
を
イ

ン
フ
レ
調
整
し
て
も
救
済

に
は
な
ら
な
い
。
今
の
建

築
単
価
で
評
価
す
る
。

骨
董
品
等
の
取
り
扱

い
は
。個別

対
応
と
な
る
。

土
地
所
有
者
は
賠
償

と
な
る
が
、
借
地
権
を
設

定
し
て
家
を
建
て
て
い
る

方
は
ど
う
な
る
の
か
。

借
地
権
が
設
定
さ
れ

て
い
る
宅
地
は
、
国
税
庁

の
借
地
権
割
合
等
で
算
定

す
る
。
所
有
者
、
地
権
者

と
分
け
て
請
求
で
き
る
。

賠
償
に
対
す
る
所
得

税
が
か
か
る
と
思
う
が
、

今
回
は
特
別
に
免
除
減
免

に
な
る
の
か
。

営
業
損
害
、
就
労
不

能
損
害
に
つ
い
て
は
課
税

さ
れ
る
。

今
こ
の
時
期
に
出
す

復
興
計
画
は
イ
ン
パ
ク
ト

が
な
い
。
中
間
貯
蔵
や
町

外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
青
写

真
が
出
来
な
い
と
意
味
が

な
い
。
元
の
大
熊
町
に
戻

す
の
か
、
新
し
い
町
に
す

る
の
か
、
町
民
が
戻
る
判

断
が
で
き
な
い
。

今
の
段
階
で
の
方
向

性
を
示
し
た
。中
間
貯
蔵
、

鉄
道
な
ど
は
、
現
時
点
で

は
反
映
で
き
な
い
。

復
興
計
画
の
位
置
づ

け
は
。議会

の
議
決
を
得
る

町
の
方
針
で
あ
る
。

町
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
い
わ
き
市
中
心
で
は
な

く
、出
来
る
と
こ
ろ
か
ら

進
め
て
は
ど
う
か
。

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
も
含

め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
対

応
す
る
。

教
育
機
関
の
方
向
性
は
。

５
年
後
に
い
わ
き
周

辺
に
役
場
機
能
を
移
す
。

基
本
的
に
役
場
機
能
と
教

育
機
関
は
一
緒
で
あ
る
。

若
い
世
代
が
戻
れ
る

よ
う
な
雇
用
計
画
を
入
れ

て
は
ど
う
か
。

発
電
所
関
係
の
仕
事

は
あ
る
。
５
年
間
に
ど
の

よ
う
な
雇
用
を
確
保
で
き

る
か
が
課
題
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
雇

用
問
題
等
を
併
せ
て
方
向

性
を
示
さ
な
い
と
希
望
を

持
た
せ
る
だ
け
で
誤
解
を

招
か
な
い
か
。

大
熊
町
に
拠
点
が
あ

る
こ
と
を
明
確
化
す
る
こ

と
で
住
民
の
安
心
に
つ
な

が
る
と
い
う
観
点
で
捉
え

て
い
る
。

安
全
性
や
環
境
へ
の

配
慮
が
欠
け
て
い
る
。

調
査
は
全
体
に
な
る
。

安
全
性
に
つ
い
て
は
現
地

に
入
れ
な
い
の
で
文
献
上

の
安
全
と
し
か
今
は
言
え

な
い
。現地

に
入
れ
な
い
状

況
で
大
熊
町
９
カ
所
と
な

っ
た
理
由
は
。

既
存
の
地
図
や
文
献

か
ら
の
案
で
あ
る
。

廃
棄
物
を
30
年
以
内

に
移
す
と
な
っ
て
い
る

が
、
確
約
が
な
い
。

昨
年
、
閣
議
決
定
し

た
福
島
再
生
復
興
計
画
に

は
明
記
し
た
。
法
制
化
し

て
担
保
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。最大

２
８
０
０
万
㎥

と
い
わ
れ
る
汚
染
土
壌
だ

が
、
減
容
し
て
か
ら
持
ち

込
む
考
え
は
な
い
の
か
。

減
容
は
現
在
の
と
こ

ろ
難
し
い
。
色
々
な
技
術

の
売
り
込
み
は
あ
る
。
現

時
点
で
は
搬
入
と
同
時
に

減
容
化
研
究
も
進
め
る
こ

と
に
な
る
。

今
回
の
調
査
候
補
地

は
12
カ
所
だ
が
、
２
８
０

０
万
㎥
は
何
カ
所
で
入
る

量
な
の
か
。

あ
く
ま
で
調
査
だ
が
、

12
カ
所
全
部
必
要
と
考
え

て
い
る
。

地
権
者
、
地
域
の
方

と
の
話
し
合
い
は
国
が
行

う
の
か
。

今
回
は
あ
く
ま
で
事

前
の
調
査
で
あ
る
。

放
射
性
物
質
を
ど
の

よ
う
に
運
搬
す
る
の
か
。

青
写
真
も
な
く
調
査
に
入

っ
て
も
調
査
に
な
ら
な
い

の
で
は
。

搬
入
道
路
、
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
等
重
要
だ
が
、

ま
だ
決
ま
っ
て
な
い
状
況

で
あ
る
。

賠  

償  

問  

題

問問問問

問 問 問 問

問

問問問

問問問 問

問 問 問 問

問 問

問問問 問

町町国

国

国国国国

国

国国国国

国国

国

国国

町

町

町町町

町 町

町 第
一
次
復
興
計
画（
案
）

中
間
貯
蔵
施
設
の
調
査
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誌
面
づ
く
り
を
学
ん
で
き
ま
し
た

７
月
30
・
31
日
の
２
日
間
「
全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会
」
に
参
加
し

ま
し
た
。

１
日
目
の
講
演
で
は
３
名
の
先
生
か
ら
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

広
報
を
作
成
し
て
い
く
上
で
参
考
に
な
っ
た
の
は
、「
読
み
手
の
期
待

は
何
か
」「
短
文
で
語
る
技
術
」「
意
外
性
の
あ
る
記
事
が
大
事
」
な
ど
の

講
義
で
し
た
。
写
真
撮
影
の
講

義
で
は
動
き
の
あ
る
写
真
の

撮
り
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

議
会
で
発
行
し
て
い
る
「
議

会
だ
よ
り
」
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
実
施
さ
れ
、
利
府
町
議
会

を
は
じ
め
10
町
村
議
会
の
広

報
誌
か
ら
誌
面
づ
く
り
を
学

び
ま
し
た
。

今
回
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
大

熊
町
議
会
の
「
議
会
だ
よ
り

19
号
」  

も
取
り
上
げ
ら
れ
、

小
見
出
し
や
リ
ー
ド
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
指
摘
を
受

け
、
常
任
委
員
会
で
十
分
に

精
査
し
、
今
後
の
「
議
会
だ

よ
り
」
の
充
実
に
繋
げ
て
い

き
ま
す
。

会
津
若
松
市
民
と
の
交
流

大
熊
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

今
年
３
月
、
ま
だ
雪
の
残
る
時
期
に
大
熊
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
審
判
部

の
井
戸
川
部
長
・
島
原
・
今
野
さ
ん
よ
り
会
津
若
松
・
北
会
津
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会
に
登
録
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
ら
な
い
か
と
の
誘
い
を
受
け

半
信
半
疑
で
受
諾
し
た
も
の
の
、
そ
れ
か
ら
が
大
変
で
し
た
。

「
選
手
は
」「
道
具
は
」「
ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
」
と
悩
む
こ
と
ば
か
り
で
し

た
が
人
の
輪
・
知
恵
・
や
る
気
・
協
力
で
何
と
か
開
幕
に
間
に
合
い
ま

し
た
。

我
が
大
熊
町
も
３

チ
ー
ム
、
52
選
手
が
登

録
し
て
会
津
若
松
・
北

会
津
の
リ
ー
グ
戦
を
戦

い
、
会
津
若
松
リ
ー
グ

戦
で
は
４
部
な
が
ら
優

勝
・
準
優
勝
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。会

津
若
松
市
の
人
々

の
暖
か
い
心
、
そ
し
て

大
熊
町
の
団
結
力
に
感

謝
し
、
来
年
は
３
部
で

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。会

長

廣
嶋
公
治



■
発
行
／
福
島
県
大
熊
町
議
会

〒
９
６
５

-

０
８
７
３

福
島
県
会
津
若
松
市
追
手
町
２

-

41

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
２
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２
６

-

３
８
４
４
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で
の
生
活
に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
ま
し
た
。

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
談
笑

し
な
が
ら
歩
い
た
あ
の
芝
生
、
地
区

対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
白
球
を
追

い
、
町
民
体
育
祭
で
は
熱
戦
を
く
り

広
げ
た
あ
の
グ
ラ
ン
ド
。
珍
プ
レ
ー

や
好
プ
レ
ー
を
酒
の
つ
ま
み
に
思
い

き
り
盛
り
上
が
っ
た
地
区
集
会
所
で

の
慰
労
会
」

一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
つ
つ
何

故
か
し
き
り
に
〝
ふ
る
さ
と
〞
が
忍

ば
れ
る
日
々
で
す
。

広
報
公
聴
委
員

伊
藤
昌
夫

編
集
後
記

今号号の表紙の題字はは大野小学学校５年（平成222年度当時時）の

浅
あさ

野野
のの

由
ゆう

梨
り

さんです。題字の紹介

去
る
９
月
16
日
（
日
）
若
松
第
二
中
グ
ラ
ン

ド
に
て
栃
木
県
鹿
沼
北
友
ク
ラ
ブ
、
会
津
の
Ｋ
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
60
Ｓ
、
大
熊
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好

会
の
三
チ
ー
ム
で
交
流
親
善
試
合
を
行
な
い
ま

し
た
。

35
度
を
超
す
猛
暑
を
吹
き
飛
ば
す
元
気
な
プ

レ
ー
が
続
出
。
グ
ラ
ン
ド
狭
し
と
ベ
ー
ス
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

熊
川
地
区
の
松
本
光
清
さ
ん
が
避
難
先
の
鹿

沼
市
で
北
友
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
友
好
を
広
げ
、

か
つ
て
の
盟
友
廣
嶋
公
治
さ
ん
に
親
善
試
合
を

申
し
込
み
実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

気
に
な
る
北
友
ク
ラ
ブ
と
の
勝
敗
は
３
対
３

の
引
き
分
け
、
決
着
を
次
に
つ
な
い
だ
名
勝
負

で
し
た
。

夜
の
懇
親
会
で
は
両
チ
ー
ム
更
に
意
気
投
合

〝
試
合
よ
り
数
倍
盛
り
上
が
っ
た
〞

選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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石
田

洋
一

発
行
責
任
者

千
葉

幸
生

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

栃
木
県
鹿
沼
、会
津
、大
熊

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
交
流


